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自己紹介

稲永 健太郎 いねなが けんたろう

教授 博士（工学） 専門分野 ： 交通情報学

• 現在の主な研究・社会活動
– 九州産業大学地域公共交通運行管理支援グループ 代表
– 日本経営システム学会 理事
– 日本情報経営学会 理事
– 福岡県交通対策協議会 委員（会長代理）
– 福岡県古賀市地域公共交通会議 委員（会長）
– 福岡県小郡市地域公共交通活性化協議会 委員（副会長）
– 福岡県朝倉郡東峰村地域公共交通活性化協議会 委員（副会長）
– 沖縄観光2次交通機能強化検討委員会 委員
– 標準的なバス情報フォーマット広め隊メンバー
– 地域と交通をサポートするネットワーク in Kyushu（Qサポネット）世話人
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ICTを使って
地域公共交通の“アップデート”に貢献する

九州産業大学地域公共交通運行管理支援グループ
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問題解決のためのICT活用

• 独自の運行管理支援システムを実用化

– 担当職員者向け運行状況・利用状況の把握

＋ 利用客向け運行状況の提供

→ 行政プロセスの改善＆EBPM（Evidence-Based Policy Making）の実践へ

– 汎用機器（モバイルデータ通信機能付きタブレット他）を使用

→ より低コスト・容易に実用的システムを構築

• 地域創生・地域活性化を支える社会インフラ整備に貢献
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地域公共交通運行管理支援システム
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地域公共交通運行管理支援システム
7

現状把握のための
“見える化”調査



簡易アンケート調査アプリ ASHIYA

• 利用客による画面タップでアンケート回答を収集

• 2013（平成25）年度より開発開始

• 最新版 Ver.7（2問まで対応）
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乗降客数記録アプリ SHINGU

• 乗降客数記録に特化 / 安全運行優先

• 運転士が操作

• 停留所停車時に乗客数/降客数をそれぞれ入力

• 車両が走行し始めると
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–直近停留所の乗降客数データを送信
＆1便計数に加算

• 計数器の場合とほぼ同じ手数で取得
データ量増

• 最新版 Ver.5



乗降客数表示Webアプリ
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表示例：久山町コミュニティバス乗降客数データおよび
国土数値情報 500mメッシュ別将来推計人口（H30国政局推計）



過去履歴と運行計画を組み合わせた
遅延状況追跡表示



複数種データを組み合わせた
GIS表示



地域公共交通運行管理支援システム
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利便性向上に向けた
交通基盤データ整備



標準的なバス情報フォーマット
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• 乗換案内に必要な情報（バス停・駅＋路線＋時刻表＋運賃）をまと
めて格納

• 独自情報として、バスの営業所情報、時刻表に付与する記号情報
など

• GTFSは拡張が可能なため、独自ファイルや項目を追加

出典：公共交通オープンデータ整備で地域の移動をアップデートしよう公共交通オープンデータ整備で地域の移動をアップデートしよう
https://www.slideshare.net/niyalist/ss-122367759?ref=https://www.slideshare.net/niyalist/slideshelf

https://www.slideshare.net/niyalist/ss-122367759?ref=https://www.slideshare.net/niyalist/slideshelf
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GTFS.JP
https://www.gtfs.jp/

https://www.gtfs.jp/
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GTFS.JP
https://www.gtfs.jp/

https://www.gtfs.jp/


地域公共交通運行管理支援システム
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安心な公共交通利用に向けた
運行の“見える化”



車両位置情報提供システム
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新宮町コミュニティバスへの
2021年3月導入開始

須恵町コミュニティバスへの
2021年7月導入開始

うるま市公共施設間連絡バスへの
2021年11月導入開始



IoTセンサーを
使った車内CO2

濃度計測

運行時刻・路線案内
デジタルサイネージ
@交通結節点施設

車内案内情報表示
@乗務員背面部ディスプレイ



令和２年度九州運輸局交通政策関係表彰

“2013年からICT（情報通信技
術）を活用し、バス利用状況調査
を行い、芦屋町他８自治体のコ
ミュニティバスの運行支援に取り
組んでいる。併せて2016年から
はGTFSデータ形式によるオープ
ンデータ化の支援を新宮町他９自
治体に対し行っており、地域創
生・地域活性化を支える社会イン
フラの整備に貢献した。”
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令和２年度九州運輸局交通政策関係表彰 表彰状授与式 - 九州運輸局
https://wwwtb.mlit.go.jp/kyushu/gyoumu/soumu/file07b_00017.htm

https://wwwtb.mlit.go.jp/kyushu/gyoumu/soumu/file07b_00017.htm


地域公共交通運行管理支援システム
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デマンド交通の
運行管理
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運行実績データ表示



地域公共交通運行管理支援システム
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九州・沖縄地域のMaaS展開に
おける地方自治体の役割

地方交通の危機的状況下で

自治体は何をなすべきか
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自治体が地域公共交通のためにすべき2つのこと

• 地域公共交通維持のための基礎固め

– MaaS以前にそもそもどうやって地域公共交通を残すのか

– MaaSは地域公共交通が抱えるあらゆる問題を解決してくれない

• 地域公共交通維持に向けた各種資源の取りまとめ

– “総動員”の準備

– 【情報】 地域公共交通の現状、最新トレンドへのアンテナ立て

– 【ヒト】【モノ】 今後の地域公共交通を担うプレーヤの見極め

– 【カネ】 いろいろな“おさいふ”の確保
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MaaS

• Mobility as a Service

• 交通DX/地域課題解決の
一手段

• 単なる新技術の導入では
ない

• 地域公共交通への活用に
向けた全国各地での試み
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国土交通省日本版MaaSの推進 https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/japanmaas/promotion/

https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/japanmaas/promotion/
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官民ITS構想・ロードマップ
https://cio.go.jp/sites/default/files/uploads/documents/its_roadmap_20210615_point.pdf

https://cio.go.jp/sites/default/files/uploads/documents/its_roadmap_20210615_point.pdf
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官民ITS構想・ロードマップ
https://cio.go.jp/sites/default/files/uploads/documents/its_roadmap_20210615_point.pdf

https://cio.go.jp/sites/default/files/uploads/documents/its_roadmap_20210615_point.pdf
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官民ITS構想・ロードマップ
https://cio.go.jp/sites/default/files/uploads/documents/its_roadmap_20210615_point.pdf

https://cio.go.jp/sites/default/files/uploads/documents/its_roadmap_20210615_point.pdf
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官民ITS構想・ロードマップ
https://cio.go.jp/sites/default/files/uploads/documents/its_roadmap_20210615_point.pdf

https://cio.go.jp/sites/default/files/uploads/documents/its_roadmap_20210615_point.pdf
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官民ITS構想・ロードマップ
https://cio.go.jp/sites/default/files/uploads/documents/its_roadmap_20210615_point.pdf

https://cio.go.jp/sites/default/files/uploads/documents/its_roadmap_20210615_point.pdf


地域公共交通維持のための基礎固め

• 中長期的な視野を持った、軸のブレない交通政策の立案＆実践

– 担当者交代や担当部署の変更、首長の意向に“振り回され過ぎない”

– 地域公共交通企画の策定＆実践へ
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国土交通省資料 https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/transport/content/001580534.pdf

https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/transport/content/001580534.pdf


自治体が地域公共交通のためにすべき2つのこと

• 地域公共交通維持のための基礎固め

– MaaS以前にそもそもどうやって地域公共交通を残すのか

– MaaSは地域公共交通が抱えるあらゆる問題を解決してくれない

• 地域公共交通維持に向けた各種資源の取りまとめ

– “総動員”の準備

– 【情報】 地域公共交通の現状、最新トレンドへのアンテナ立て

– 【ヒト】【モノ】 今後の地域公共交通を担うプレーヤの見極め

– 【カネ】 いろいろな“おさいふ”の確保
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地域公共交通維持に向けた各種資源の取りまとめ

• 【情報】 地域公共交通の現状、最新トレンドへのアンテナ立て
– 把握している情報は最新なのか、近隣自治体間での情報共有できているか

– 新たな動きについていけているか
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• 地域公共交通の現状は現場確認で
– “足で稼ぐ”を再認識

• 情報収集手段の再確認
– 現状で情報足りてますか？

• 近隣自治体とは“運命共同体”
– 同様の悩みや苦労を分かち合う

• 相談先を確保
– きっと身近にいるはず

– “距離”を理由につながることを恐れない

日本経済新聞電子版 23/01/08 https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/transport/content/001580534.pdf

国土交通省資料 https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001579722.pdf

https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/transport/content/001580534.pdf
https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001579722.pdf
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国土交通省資料 https://www.mlit.go.jp/common/001352013.pdf

https://www.mlit.go.jp/common/001352013.pdf


地域公共交通維持に向けた各種資源の取りまとめ

• 【ヒト】【モノ】 今後の地域公共交通を担うプレーヤの見極め
– 継続できるプレーヤ、消えゆくプレーヤ、新たなプレーヤ
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• 地域公共交通資源の“総動員”

– 車両、待機/転回場所、乗務員、受付オペレータ、添乗員・・・

• 新たな移動手段の導入には新たな資源が必要なことも

– 新たなプレーヤの発掘

• 異業種・近隣地域にも視野を広げて

– 消えゆくプレーヤの見定め

• 資源の“フェードアウト”を怖がらない



地域公共交通維持に向けた各種資源の取りまとめ

• 【カネ】 いろいろな“おさいふ”の確保
– 自主財源や補助制度、安定的/恒久的財源確保に向けて
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• 自主財源
– “パイの奪い合い”で勝ち残るため、利害関係者へのアウトプット

• 補助制度
– 各省庁・都道府県レベルからの各種制度の現状認識が前提

– “敷かれたレール”は見極めつつ積極活用へ

• “動かなければ、手に入らない”
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国土交通省資料 https://www.city.kobe.lg.jp/documents/23920/9_10_sabaibaruhojo.pdf

https://www.city.kobe.lg.jp/documents/23920/9_10_sabaibaruhojo.pdf


再掲：自治体が地域公共交通のためにすべき２つのこと

• 地域公共交通維持のための基礎固め

– MaaS以前にそもそもどうやって地域公共交通を残すのか

– MaaSは地域公共交通が抱えるあらゆる問題を解決してくれない

• 地域公共交通維持に向けた各種資源の取りまとめ

– “総動員”の準備

– 【情報】 地域公共交通の現状、最新トレンドへのアンテナ立て

– 【ヒト】【モノ】 今後の地域公共交通を担うプレーヤの見極め

– 【カネ】 いろいろな“おさいふ”の確保
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イノベーション理論 “両利きの経営”

• 知の深化 ＆ 知の探索

• 知の深化

– 自身・自社の持つ一定分野の知を継続して深掘りし、磨き込んでいく行為

• 知の探索

– 自身・自社の既存の認知の範囲を超えて、遠くに認知を広げる行為
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まとめ

• 知の深化 ： 地域公共交通維持のための基礎固め
– 地域公共交通の維持、改善

• 知の探索 ： 地域公共交通維持に向けた各種資源の取りまとめ
– MaaS等の新概念 / 新技術 / 新制度等への認知の拡大そして挑戦

• 地方自治体が地域公共交通のためにすべきこと

＝ 行政経営における“両利きの経営”の実践
– 大きな“道筋”を踏まえ、サクセストラップ（現状維持）に陥らない、地域公共交通

のコーディネータとしての主体的かつ継続的な取組みを

“まずは、次の一歩を踏み出そう”
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